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社会福祉法人　能登福祉会 
TEL.0767-53-8700（代表）　FAX.0767-53-8715　URL：http://www.homewakaba.com

介護老人福祉施設　特別養護老人ホーム　あっとほーむ若葉 
TEL.0767-53-8701　FAX.0767-53-8715 

養護老人ホーム　あっとほーむ若葉 
TEL.0767-53-8702　FAX.0767-53-8716 

短期入所生活介護　特別養護老人ホーム　あっとほーむ若葉 
TEL.0767-53-8701　FAX.0767-53-8715 

居宅介護支援事業所　あっとほーむ若葉 
TEL.0767-53-8703　FAX.0767-53-8718 

訪問介護　ヘルパーステーション　あっとほーむ若葉 
TEL.0767-53-8704　FAX.0767-53-8718

〒926‐0014　石川県七尾市矢田町22号七株田12番地5

七尾市在宅介護支援センター　あっとほーむ若葉 
TEL.0767-53-8713　FAX.0767-53-8717 

通所介護　デイサービスセンター　あっとほーむイースト 
TEL.0767-53-6690　FAX.0767-53-6691 

通所介護　デイサービスセンター　あっとほーむウエスト 
TEL.0767-54-0477　FAX.0767-54-0551 

小規模多機能型居宅介護施設　あっとほーむコモド 
TEL.0767-59-1290　FAX.0767-59-1291



「
お
く
り
び
と
」の
原
作『
納
棺
夫
日
記
』の
作
者 

青
木
新
門
さ
ん
と
七
尾 

小
林 

良
子 

　

人
は
生
ま
れ
、
一
生
懸
命
に
生

き
て
死
ぬ
。
そ
の
命
の
終
焉
が
葬

儀
で
あ
る
。
葬
儀
を
描
い
た
映
画

「
お
く
り
び
と
」が
世
界
の
映
画
祭

で
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
を
受
賞
し
た
。

そ
の
原
作「
納
棺
夫
日
記
」の
作
者

が
青
木
新
門
さ
ん
で
あ
る
。

　

彼
が
そ
の
作
品
を
書
く
直
前
ま

で
オ
ー
ク
ス
七
尾
支
店
長
と
し
て

七
尾
に
在
住
し
て
い
た
こ
と
を
知

る
人
は
意
外
と
少
な
い
。

　

彼
と
会
っ
た
の
は
二
十
数
年
前

で
あ
る
。
知
人
の
鵜
浦
さ
ん
か
ら

電
話
が
入
り「
支
社
長
が
小
林
さ

ん
の
文
章
を
読
ん
で
お
会
い
し
た

い
と
言
っ
て
い
ま
す
」と
、車
で
迎

え
に
来
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。

　

当
時
、
オ
ー
ク
ス
は
新
生
活
互

助
会
の
名
称
で「
平
安
閣
」は
結
婚

式
と
パ
ー
テ
ィ
会
場
だ
っ
た
。
社

会
も
七
尾
市
も
急
速
に
高
齢
化
に

向
か
っ
て
い
た
。

　

富
山
本
社
か
ら
送
り
込
ま
れ
た

青
木
さ
ん
は「
平
安
閣
」の
岐
路
を

一
任
さ
れ
て
い
た
の
だ
と
思
う
。

そ
し
て
若
い
頃
、
詩
人
だ
っ
た
青

木
さ
ん
は
私
の
文
章
か
ら
主
婦
感

覚
を
感
知
し
て
、
リ
サ
ー
チ
モ
ニ

タ
ー
と
し
て
の
適
性
を
認
め
た
の

で
あ
る
。

　

彼
は
鋭
い
経
営
感
覚
を
持
つ
支

社
長
で
あ
っ
た
。「
結
婚
式
に
は
希

望
に
満
ち
た
未
来
が
あ
る
。

華
や
か
で
楽
し
い
。
葬
儀

は
厳
粛
に
、
生
命
の
終
焉

を
温
か
く
心
を
込
め
て
見

送
り
た
い
」と
言
う
彼
は
、

仕
事
と
す
る
冠
婚
葬
祭
を

通
し
て
人
生
を
見
て
い
た
。

否
、
死
か
ら
生
命
を
考
え

て
い
た
。
私
は
初
対
面
で
文
学
仲

間
と
同
じ
匂
い
を
感
じ
た
。

　

幾
度
か
お
会
い
し
た
後
、
そ
の

疑
問
を
直
接
話
し
た
。
そ
れ
が

き
っ
か
け
で
、
彼
は
小
説
家
の
吉

村
昭
と
の
出
会
い
や
詩
人
の
長
谷

川
龍
生
と
の
交
流
を
、
昔
の
遠
い

日
を
手
繰
り
寄
せ
る
よ
う
に

語
っ
た
。

　

語
る
こ
と
で
、
若
き
日
、
事
業

に
失
敗
し
て
多
く
の
人
に
迷
惑

を
か
け
た
戒
め
と
し
て
封
印
し
た

文
学
へ
の
思
い
が
静
か
に
燃
え
始

め
た
。
そ
ん
な
時
、
井
上
靖
と
杉

森
久
英
が
七
尾
市
で
講
演
さ
れ
、

夜
、
加
賀
屋
で
懇
親
会
が
開
か
れ

た
。
私
は
そ
の
席
へ
青
木
さ
ん
を

誘
っ
た
。

　

井
上
靖
の
前
で
少
年
の
よ
う
に

は
に
か
む
青
木
さ
ん
を
私
は
今
も

詩
人
だ
と
羨
望
し
た
。
封
印
か
ら

青
木
さ
ん
を
解
き
放
し
た
の
は
、

井
上
靖
だ
っ
た
。

　

そ
し
て
も
う
一
つ
、
そ
れ
は
能

登
島
の
夕
陽
の
美
し
さ
で
あ
る
。

日
没
後
の
能
登
島
の
海
上
舞
台
で

詩
の
朗
読
、
薪
能
、
海
外
の
伝
統

舞
踊
な
ど
上
演
し
た
イ
ベ
ン
ト

「
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン　

イ
ン
能
登

21

島
」で
、彼
は
日
中
会
場
準
備
に
砂

浜
を
駆
け
回
っ
た
。
夕
陽
が
沈
む

頃
、
開
演
を
待
つ
観
衆
か
ら
一
人

離
れ
て
、
夕
陽
を
眺
め
る
青
木
さ

ん
の
後
ろ
姿
を
見
た
。
背
後
に
漂

う
凛
と
し
た
静
け
さ
に
、
彼
は

き
っ
と
書
く
世
界
に
戻
る
と
漠
然

と
思
っ
た
。

　

翌
年
、
彼
は
本
社
に
転
勤
し
た
。

社
名
は
オ
ー
ク
ス
に
な
り
、
七
尾

で
は
介
護
用
品
の
会
社
を
設
立
し

「
平
安
閣
」も
葬
儀
主
体
へ
と
舵
を

切
り
、
準
備
段
階
に
入
っ
た
と
感

じ
た
。
彼
が
本
社
に
戻
っ
て
一
気

に
書
き
上
げ
た
の
が「
納
棺
夫
日

記
」だ
っ
た
。

　
「
お
く
り
び
と
」で
山
増
努
が
演

じ
た
社
長
は
、
俳
優
自
身
の
個
性

と
相
俟
っ
て
得
た
い
の
知
れ
な
い

魅
力
が
あ
っ
た
。
お
会
い
し
た

オ
ー
ク
ス
の
奥
野
博
社
長
も
同
じ

魅
力
が
あ
り
、
青
木
さ
ん
と
い
う

ユ
ニ
ー
ク
な
社
員
が
育
っ
た
の
で

あ
る
。

　

ア
カ
デ
ミ
ー
賞
を
受
賞
し
た
年
、

「
青
木
さ
ん
の
講
演
会
を
七
尾
で
」

と
彼
と
島
を
駆
け
回
っ
た
大
森
カ

ズ
さ
ん
か
ら
電
話
が
入
っ
た
。
青

木
さ
ん
は
時
の
人
。
日
程
が
と
れ

る
か
ど
う
か
。
講
演
会
の
ポ
ス

タ
ー
な
ど
の
資
金
は
？
現
実
は
無

理
だ
と
思
っ
た
。

　

可
能
に
さ
れ
た
の
は
、
大
森
さ

ん
か
ら
相
談
さ
れ
た
社
会
福
祉
法

人
能
登
福
祉
会
理
事
長
の
岡
田
成

先
生
で
あ
る
。先
生
は「
医
師
も
生

命
の
終
焉
に
立
ち
会
っ
て
い
ま
す
。

『
お
く
り
び
と
』の
受
賞
と
青
木
さ

ん
の
講
演
で
、
高
齢
者
福
祉
を
み

ん
な
で
考
え
た
い
」と
話
さ
れ
、七

尾
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
同
福
祉

施
設
協
議
会
な
ど
の
協
力
を
得
て

開
催
さ
れ
た
。

　

高
齢
者
福
祉
講
演
会
は「
地
域

に
ふ
さ
わ
し
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
へ
の
提
言
」と「
記
念
講
演
・
映

画『
お
く
り
び
と
』と『
納
棺
夫
日

記
』」の
二
部
構
成
で
十
二
月
十
四

日
。
会
場
に
六
百
人
を
越
す
人
々

が
詰
め
か
け
、
入
れ
な
い
と
の
苦

情
も
聞
い
た
。
机
に
山
積
み
の
青

木
さ
ん
の
著
書
は
彼
の
講
演
後
、

あ
っ
と
言
う
間
に
売
れ
た
。

　

人
は
誰
で

も
生
き
方
を

模
索
し
て
い

る
の
だ
。
そ

の
生
命
の
尊

さ
と
愛
し
さ

に
私
は
胸
を

熱
く
し
た
。

小林良子



○○ミニ知識！！ 

事例発表会を開催しました 

創意工夫の一点　表彰式 

　10月31日に「平成22年度　社会福祉法人能登福祉会　事例

発表会」を開催しました。

　事例発表会は部署やチームごとに研究のテーマを決め、利用

者様、ご家族にご協力を頂いたうえ、よりよい介護の方法につ

いてスタッフが研究した事例を発表する会です。平成14年か

ら開始し、今年で9回目を迎え、当法人のみならず若葉グルー

プ全体でも取り組んでおります。

　今回は２群に分かれ、５つの

事例を発表しました。中には半

年以上の時間をかけて準備し

た内容や、新しい取り組みもあ

り、どのスタッフも力強く発表

していました。

　出席した職員からも活発に

質問が飛び交い、お互いがどん

な工夫や努力をしているの

かを理解し、さらなるレベ

ルアップを目指す機会とな

りました。

　また、取り組みの中から

新たな課題も見え、

今後の改善に繋げ

たいと思います。

　今回の事例発表

会にあたりご協力

頂いた利用者様・家

族様、どうもありが

とうございました。

　これからも研鑽

を積み、心身両面に

わたるケアに努め

ます。

　10月31日（日）創意工夫の一点の優秀提案の表彰式がありま

した。

　「創意工夫の一点」とは、能登福祉会の職員教育委員会が中心

となっている取組みです。　この取組みは、日常業務の中でこ

のようにすれば業務改善や能率が上がるというアイディアを

職員及びグループから提案して

もらい、そのアイディアを職員が

共有することで、より良いケアの

向上や、業務改善のための意識向

上に繋げることを目的としてい

ます。

　今年度は21の提案が個人及びグループからあり、その中で

優秀提案の金賞・銀賞・銅賞・奨励賞が選ばれ、表彰式を行いま

した。

　職員一人ひとりの意識とアイディアが業務の効率化・改善に

少しでも繋がるよう、心がけていきたいと思います。

質問に答えるイーストのスタッフ

　冷え性は特に女性に多いといわれています。それは男性よ

りも熱を作り出す筋肉が少なく、女性は下腹部の構造が複雑

な為、血液が滞りがちになるからです。体の熱は心臓から送

り出した血液が循環することによって体温を保つことが出

来ます。そこで冷え性おすすめ対策として

��適度な運動

　運動することで足の筋肉が強くなり、熱を生みやすい体に

なります。足の筋肉は、心臓が送り出した血液を筋肉の収縮

によって上半身に送り返すという働きをします。特に足を中

心に動かしたり、温めたりすることが効果的です。

��半身浴

　体を外から温めるにはお風呂にゆっくり入るのが効果的

です。38度～40度のぬるめのお湯に2、30分下半身をじっ

くりつけることで、体の中まで温めることが出来ます。下半

身しか入浴していないのに全身ポカポカになります。

��温熱食

　食品には体を冷やす食べ物（寒涼食）と体を温める食べ物

（温熱食）があるといわれています。しかし寒涼食にも健康に

欠かせない栄養がたくさん入っている食品ばかりです。そこ

で寒涼食と温熱食を一緒に食べるようにします。

シリーズ６
今回のミニ知識は、「冷え性」にまつわる
豆知識を調べてみました。

相談支援、特養2階、ショート、イースト、
ウエストのスタッフが取り組みを行いまし
た。法人を代表し、うち2事例を若葉グルー
プ事例発表会で報告しました。

温熱食（体を温める食べ物）寒涼食（体を冷やす食べ物）

人参・ねぎ・にら・南瓜・玉ねぎ・
にんにく・しそ・しょうが・ピーマン等

トマト・きゅうり・なす・大根・レタス・
セロリ・白菜・蓮根・ごぼう等

野　菜

もも・りんご・あんず・うめ等
すいか・梨・柿・みかん・メロン・
マンゴー・いちご・キウイ等

果　物

くり・ごま・くるみ・米枝豆・豆腐・大麦・小麦豆・穀類

牛肉・鶏肉・羊肉馬肉・鴨肉肉　類

イワシ・サンマ・サケ・エビカニ・アワビ・カキ・アサリ・シジミ魚介類

こしょう・黒砂糖・酒・チーズ・味噌白砂糖・食塩・はちみつ調味料

参考資料：セルフドクターネット・健康豆知識



者番付 

森田千里様 105歳 
おめでとうございます!
森田千里様 105歳 
おめでとうございます!
森田千里様 105歳 
おめでとうございます!
森田千里様 105歳 
おめでとうございます!若葉 川口吉雄様 川口吉雄様 川口吉雄様 

寺下ちとり様 寺下ちとり様  
 
寺下ちとり様 

ご

長寿
インタビュー

森下きくの様 森下きくの様 森下きくの様 森下きくの様 ウエスト 

ご

長寿
インタビュー

寿インタビュー 

祉会各施設の 

　ウエストでは森下きくのさんをご紹介いたします。
＊森下さんの生まれた年にあった出来事は？
　森下様は大正７年生まれの92歳でいらっしゃいます。大正7年は、
第一次世界大戦の影響で物価が上がり、日本全国で起こった「米騒
動」があった年です。
＊生まれてからどのように過ごされましたか？
　森下さんが34歳の時にご主人を亡くされ、その後子育てや仕事な
ど大変なご苦労があったそうです。そんなご苦労があったと感じさ
せない笑顔で、お話をしてくださいました。
＊長寿の秘訣は何ですか？
　毎日規則正しい生活をすることと、自己流で体操を週3回ほどす
ることだそうです。
＊座右の銘は何ですか？
　たくさんあるけれども、いまのままで健康で過ごすことが出来ればいいと答えられていました。

　これからもお元気でお過ごしください。
　そして快く取材を承諾してくださり、質問に答えていただき有難うございました。

　平成22年９月30日に森田千里さん105歳のお祝いをあっとほーむ若
葉にて行いました。七尾市で一番のご長寿ということで、七尾市長も駆
けつけてくださり、盛大に行うことが出来ました。森田さんのご家族と
武元七尾市長・岡田理事長と一緒に記念撮影をしました。

＊森田さんが生まれた年にあった出来事は？
　森田さんが生まれた明治38年は、ポーツマス条約が調印された年です。また、
夏目漱石の「吾輩は猫である」の連載が開始された年でもあります。
＊生まれてからどのように過ごされましたか？
　現在の早稲田大学の校外生として一年半勉強されたそうです。その後、七尾市
内の印刷所に就職し、銀行にも勤めておられたそうです。22歳でご結婚され、
旦那様と二人三脚で畑などをしながら生活されていたそうです。旦那様が亡くな
られてからもお一人で家事や畑仕事をしながら、過ごされていたそうです。
　平成19年に能登半島地震があり、今後の家のことを考えてということであっとほーむ若葉に入居されました。

＊長寿の秘訣をお聞きしました。
　① 毎日、牛乳を飲んでいます。　② 毎日、夜９時には就寝します。
　③ 毎日、新聞を読んでいます。　④ 毎日、自己流の体操をしています。

＊座右の銘は何ですか？
　「一生懸命」です。
　気丈で、自分を強く持っておられる森田さんです。お話
を聞かせていただいている私たち取材担当も身の引き締
まる思いがしました。これからも末永くお元気でお過ごしください。



長者番

森田千里様 105歳 
おめでとうございます!
森田千里様 105歳 
おめでとうございます!
森田千里様 105歳 
おめでとうございます!川口吉雄様 川口吉雄様 川口吉雄様 川口吉雄様 イースト 

寺下ちとり様 寺下ちとり様  
 
寺下ちとり様 寺下ちとり様 コモド 

ご

長寿
インタビュー

ご

長寿
インタビュー

森下きくの様 森下きくの様 森下きくの様 

　ご長寿インタ

能登福祉会各

　コモドでは佐々波町にお住まいの寺下ちとりさんをご紹介いたします。
＊寺下さんの生まれた年にあった出来事は？
　寺下さんは大正７年12月30日生まれの92歳でいらっしゃいます。この年は第一次世界大戦が終結し、その
後全国的にスペイン風邪が大流行した年です。
＊生まれてからどのように過ごされましたか？
　若い時は、夫が軍隊にいた為、満州や北海道、金沢など色々な場所へ行き、終戦後は、今までしたことがな
かった田んぼや畑仕事に苦労したそうです。
　七尾へ帰ってきてからは、和裁やお花を習いに行かれていたそうです。
　「今はこんないい所の七尾に来ることができて喜んでいます。コモドに行けば色々な行事や、たくさんの人た

ちがいるのでお話をしたりして楽しみながら過ごしていま
す。」と笑顔でお話してくださいました。
＊長寿の秘訣は何ですか？
　よく食べ、よく眠り、元気に楽しく過ごすことだそうです。
＊座右の銘は何ですか？
　「好きなことをして何も考えず楽しく暮らす」
　「苦なし厄なし好きなことをして遊ぶ」
だそうです。
　これからもお元気で長生きしてくださいね。取材にご協力
いただき有難うございました。

　イーストでは川口吉雄さんをご紹介いたします。
＊川口さんが生まれた年にあった出来事は？
　川口さんは大正２年に川口家の長男として生まれ、御年97歳です。この年は大
正政変があった年です。その翌年には第一次世界大戦が始まりました。

＊生まれてからどのように過ごされましたか？
　大正12年に関東大震災が起こり、その時川口さんは納屋でむしろを作っていて電
灯が大きく揺れたので、びっくりして外へ飛び出した事を今でも覚えているとの事
でした。20歳頃、農業の手伝いをする傍ら、税務署の臨時職員として事務の仕事を
覚えられ、その後織物工場に入社し営業担当を任されたそうです。30歳頃、第二次
世界大戦が始まり、川口さんにも赤紙召集令状が来て、軍隊に一年半従事されたそ
うです。終戦後は独立し川口織物工場を経営され、多いときで20人の工員を雇って
いたとの事でした。また、七尾商工会議所繊維部会長や東湊老人連合会長などの公
職を引き受けられ、長年に渡ってご活躍されていたそうです。
＊長寿の秘訣は何ですか？
　「散歩をすること」と言われ、ご自分で決めた３つのコースを雨が降ろうが、雪が
降ろうが毎日続ける事に意味があると熱意を持って語られていました。
＊座右の銘は？
　「焦らず・急がず・一生懸命に」を座右の銘とし、今日に至るまで目的に向かって誠
心誠意がんばってきたと言われた表情は、自信と誇りに満ち溢れていました。
　川口さんいつまでもお元気でいて下さい。ご協力有難うございました。



満福くん
 

トラ事務
長 

リリ－ち
ゃん 

宮城県 

滋賀県 

石川県 

県民ショー 県民ショー 県民ショー 
出身地 

 
利
用
者
さ
ん
編 
�
�
�
�
�
� 

　

今
回
は
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
入

所
さ
れ
て
い
る
谷
津
カ
ツ
コ
さ
ん

に
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

　

谷
津
さ
ん
は
、「
そ
う
な
の
よ
。

い
や
に
な
っ
ち
ゃ
う
。」と
語
尾
の

口
癖
が
と
て
も
可
愛
ら
し
い　

歳
87

の
方
で
す
。

�
出
身
地
は
？

　
「
私
は
ね
、松
島
で
有
名
な
と
こ

ろ
宮
城
県
な
の
。」と
答

え
ら
れ
た
の
で
、思
わ
ず

「
え
っ
？
ズ
ー
ズ
ー
弁

じ
ゃ
な
い
ん
で
す
ね
。」

と
言
う
と
、「
そ
う
な
の
。

向
こ
う
は
語
尾
に
ず
ら

〜
と
か
言
う
の
だ
け
ど
、

い
ろ
い
ろ
と
回
っ
た
か

ら
ね
。」と
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
ま
し
た
。

�
幼
い
頃
、ど
ん
な
遊
び

を
し
ま
し
た
か
？

　
「
覚
え
て
な
い
わ
ね
。家
が
貧
し

か
っ
た
か
ら
、
す
ぐ
に
年
季
奉
公

へ
出
さ
れ
た
の
。」と
話
さ
れ
ま
し

た
。
年
季
奉
公
中
の
写
真
が
あ
る

と
の
こ
と
で
見
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
谷
津
さ
ん
が
赤
ち
ゃ
ん
を
お

ん
ぶ
し
て
い
る
の
で
す
が
、　

歳
10

に
も
な
ら
な
い
子
供
の
頃
の
よ
う

で
す
。
工
場
長
の
子
供
さ
ん
の
子

守
を
し
な
が
ら
、
働
い
て
い
た
そ

う
で
す
。
苦
労
し
た
と
い

う
話
は
な
く
、「
本
当
に
楽

し
か
っ
た
。
そ
の
工
場
長

の
娘
さ
ん
の
結
婚
式
に
も

出
た
し
、
今
で
も
年
賀
状

を
く
れ
て
い
る
。
旅
行
も

し
た
よ
。」と
お
話
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

�
七
尾
に
来
ら
れ
た
き
っ
か
け
は
？

　

戦
争
が
始
ま
っ
た
の
で
、
実
家

の
あ
る
宮
城
県
へ
疎
開
し
た
が
、

実
家
で
自
分
の
居
場
所
が
な
く
辛

い
思
い
を
し
た
そ
う
で
す
。
戦
争

が
終
わ
り
、
仕
事
が
な
く
、
東
京

や
い
ろ
ん
な
土
地
で
働
き
、
暮
ら

し
て
い
た
そ
う
で
す
。
富
山
県
で

料
理
屋
の
女
中
を
し
て
い
た
妹
か

ら
、
こ
ち
ら
へ
来
て
ほ
し
い
と
の

こ
と
で
行
っ
て
み
て
、
そ
れ
が
ご

縁
で
七
尾
市
に
来
ら
れ
た
そ
う

で
す
。

　

そ
れ
か
ら　

年
、
七
尾
で
出

50

会
っ
た
友
人
が
そ
の
後
の
人
生
に

大
き
く
影
響
し
て
い
る
ん
だ
な
と

思
い
ま
し
た
。

　

楽
し
く
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た

だ
き
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 
職
員
編 
�
�
�
�
�
�
�
�
� 

　

今
回
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
に
勤
務
さ
れ
て
い
る
紺
野
晴
美

さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

関
西
弁
で
お
話
を
さ
れ
る
紺
野
さ

ん
は
、
と
っ
て
も
親
し
み
や
す
い

笑
顔
が
素
敵
な
方
で
す
。

�
出
身
地
は
？

　

滋
賀
県
に
あ
る「
信
楽
焼
」が
有

名
な
所
の
近
く
が
出
身
地
だ
そ
う

で
す
。

�
出
身
県
の
有
名
な
物
・
グ
ル
メ
は
？

　

滋
賀
県
と
い
え
ば
、
な
ん
と

い
っ
て
も
や
っ
ぱ
り「
琵
琶
湖
」で

す
。
そ
の
琵
琶
湖
で
獲
れ
た
フ
ナ

を
使
っ
た
滋
賀
県
の
郷
土
料
理

「
フ
ナ
寿
司
」が
有
名
で
す
。
味
は

独
特
の
匂
い
が
あ
り
、
好
き
嫌
い

が
あ
る
お
寿
司
だ
そ
う
で
す
。
お

茶
漬
け
が
お
す
す
め
だ
そ
う
で
す
。

あ
と
は
伝
説
の「
甲
賀
忍
者
」で
す
。

甲
賀
忍
者
の
他
に
も
山
を
越
え
た

三
重
県
に
伊
賀
忍
者
と
い
う
の
が

い
る
そ
う
で
す
。

�
能
登
に
来
ら
れ
た
き
っ
か
け
は
？

　
　

歳
の
時
、
石
川
県
出
身
の
方

21
と
ご
結
婚
さ
れ
、
羽
咋
市
に
引
っ

越
し
て
き
ま
し
た
。

�
能
登
の
方
言
に
つ
い
て
は
？

　

滋
賀
県
の
関
西
の
方
言
よ
り
、

石
川
県
の
方
が
硬
い
話
し
方
を
さ

れ
る
な
ぁ
と
感
じ
ま
し
た
。羽
咋
・

中
能
登
・
七
尾
と
同
じ
言
葉
で
も

方
言
に
少
し
違
い
が
あ
り
、
そ
れ

を
聞
き
取
る
の
に
苦
労
し
ま
し
た
。

�
能
登
に
来
て
び
っ
く
り
し
た
こ
と
は
？

　

石
川
県
は
雪
が
多
く
、
通
勤
が

大
変
な
と
こ
ろ
で
す
。

�
最
後
に
今
後
の
目
標
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

　
「
利
用
者
さ
ん
と
そ
の
ご
家
族

が
安
心
で
き
る
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス

を
心
が
け
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。」と
力

強
く
答
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　

滋
賀
県
の
知
ら
な
い
こ
と
を
た

く
さ
ん
知
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

ご
協
力
し
て
く
だ
さ
り
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
！



第３段 第５段 
羽咋市にあるひまわりペットクリニックさんにお邪魔しました！ 

写真左から警備係の満福くん（2歳）、トラ事務長（9歳）、 
給食係のリリ－ちゃん（9歳） 

取材協力 ： ひまわりペットクリニック 
 住所 ： 羽咋市石野町ロ45‐3 
 TEL ： 0767‐22‐5253

満福くん
 

満福くん
 

トラ事務
長 

トラ事務
長 

リリ－ち
ゃん 

リリ－ち
ゃん 

満福くんは生まれな
がらに全ての足が不
自由です。お母さん
わんこに育児放棄を
され、クリニックの
仲間となりました。
この乗り物はお知り
合いの方が彼のため
に作ってくれたそう

です。自分の力で動くことはできませんが、
とても賢く、「待て」など飼い主さんの指示
をきちんと守るおりこうさんです。また、「ワ
ンワン！」と元気な声で吠え、お客さんが
来たことを教えてくれます。人懐っこくて、
みんなに生きる勇気をくれるわんこです。 

トラ事務長は自動車事故に遭い、ひいた方に
よって先生のもとへ連れて来られたにゃん
こです。瀕死の重傷から奇跡の生還を経て、
今では事務長としてクリニックの受付を立
派に勤めている看板にゃんこなのです☆ 

リリーはとっても元気いっぱい。 
クリニックでは給食係のほか、モデルとして
カメラに向かっておすましポーズを決める
お仕事をしています。 
ちなみに給食係のお仕事とは・・・お腹いっぱ
い食べること♪ 

第３段 第６段 

リトルリトミック リトルリトミック 健 康 

　特別養護老人ホームでは毎月1回、七尾サンライフ児
童センターで行われている「リトルリトミック」の行事
に参加させていただいています。
　児童センターに遊びに来ている未満児さん達とその
お母さん達とでお遊戯、歌、体操等、一緒に楽しく過ご
しています。

　利用者さんは、かわいらしい子供の姿をみて「わ～」「かわいい～」の連発!!子
供さんも利用者さんの顔を覚えてくださり、最近では進んで握手してくれたり
挨拶をしに来てくれたりしています。10月はミニ運動会に誘っていただき、
玉入れやパン食い競争にも参加しました。
　リトミックを指導してくださる先生方のピアノの演奏に、私達職員も童心に
返って走り回ったり、利用者さんと一緒に歌を歌ったり
して、つい時間を忘れてしまいます。
　これからも地域の一員として「リトルリトミック」に
参加させていただき、子供達とふれあっていきたいと思
います。

※リトミックとは
スイスの音楽教育家・作曲家であったエミール・ジャック＝ダル
クローズ氏によって提唱された音楽教育の考え方です。音楽に
合わせて体を動かし、「心と身体の調和を促す」「音楽を通してコ
ミュニケーションを楽しむ」などの効果が期待されています。

県民ショー 県民ショー 



《
ご
家
族
よ
り
》

　

家
に
帰
っ
て
き
た
荷
物
を
見
る

と
、
ズ
ボ
ン
下
と
ズ
ボ
ン
が
か
ば

ん
に
入
っ
て
い
な
か
っ
た
。

﹇
改
善
結
果
﹈

　

職
員
に
入
浴
脱
衣
時
の
確
認
を

し
、
ご
家
族
に
お
詫
び
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
入
浴
介
助
時
の
脱
衣
か

ご
と
利
用
者
さ
ん
の
か
ば
ん
の
位

置
確
認
を
徹
底
す
る
よ
う
職
員
に

申
し
送
り
ま
し
た
。

《
ご
家
族
よ
り
》

　

本
人
が
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
か
ら

帰
っ
て
き
て
、
そ
の
後
ご
家
族
が

家
に
帰
っ
て
き
た
ら
、
猛
暑
の
中

エ
ア
コ
ン
も
付
け
な
い
で
、
本
人

が
服
を
脱
い
で
玄
関
に
座
っ
て
い

た
。
そ
の
件
に
つ
い
て
電
話
で
問

い
合
わ
せ
る
と「
私
は
送
迎
し
て

い
な
い
の
で
、分
か
ら
な
い
」と
の

返
事
だ
っ
た
。
ま
た
、
担
当
ケ
ア

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
自
宅
訪
問
す
る

前
に
、
事
前
に
訪
問
予
約
の
電
話

を
し
て
欲
し
い
。

﹇
改
善
結
果
﹈

　

ご
家
族
に
対
応
の
不
十
分
さ
と

不
愉
快
な
思
い
を
さ
せ
て
し
ま
っ

た
こ
と
を
お
詫
び
し
ま
し
た
。

　

エ
ア
コ
ン
の
操
作
方
法
を
ご
家

族
よ
り
お
聞
き
し
て
職
員
に
周
知

し
、
電
話
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

基
づ
く
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
担

当
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
伺
う
前

に
電
話
連
絡
す
る
こ
と
と
い
た
し

ま
し
た
。

＊
歌
・
演
奏
・
踊
り
・
手
品
＊

・  
扇

寿

会 
様

・  
伊

藤　

總

子 
様

・  
御

祓

会 
様

・  
城

山

民

謡

会 
様

・  
七

尾

民

謡

会 
様

・  
杏

の

会 
様

・  
矢
田
町
八
幡
神
社
獅
子
舞 
様

・  
正
八
幡
宮
太
鼓 
様

・  
西
湊
鬼
楽
太
鼓 
様

・  
モ

モ

ヤ

ー

ズ 
様

・  
能

登

彌

榮

人 
様

・  
せ

せ

ら

ぎ

会 
様

・  
東
み
な
と
保
育
園 
様

・  
小
丸
山
保
育
園 
様

・  
大

呑

保

育

園 
様

・  
よ
つ
ば
保
育
園 
様

・  
東

湊

公

民

館 
様

＊
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
＊

・  
生
涯
学
習
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
会 
様

・  
七
尾
市
児
童
セ
ン
タ
ー 
様

＊
裁
縫
・
シ
ー
ツ
交
換
＊

・  
エ
ナ
ジ
ー
若
葉 
様

・  
大　

谷　

美
智
子 
様

＊
お
化
粧
＊

・  
多　

幡　

千　

尋 
様

＊
傾
聴
・
見
守
り
＊

・  
田
鶴
浜
高
等
学
校 
様

・  
姫　

野　

ス
ミ
子 
様

・  
飯　

田　

真
理
子 
様

＊
囲
碁
・
将
棋
＊

・  
小　

谷　

勇
一
郎 
様

＊
整
容
・
整
頓
＊

・  
福　

田　

惠　

子 
様

＊
絵
手
紙
・
習
字
＊

・  
山　

本　

由
紀
子 
様

 
�
�
�
�
�
�
�
�
� 
（
順
不
同
）

 
� 
﹇
８
月
１
日
〜　

月　

日
ま
で
﹈

10

30

　

能
登
福
祉
会
で
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。ご
興
味
の

あ
る
方
は
各
施
設
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
来
て
下
さ
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

　

福
祉
の
向
上
に
心
温
ま
る
ご
芳

志
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

・  
高

橋　

隆

信 
様

・  
大

根　

富

男 
様

・  
飯

田　

桂

一 
様

・  
大

森　

カ

ズ 
様

 
� 
﹇
５
月
１
日
〜　

月　

日
ま
で
﹈

10

30

　

そ
の
ほ
か
、多
く
の
方
々
か
ら
タ

オ
ル
の
寄
贈
を
賜
り
ま
し
た
。

　

利
用
者
さ
ん
の
為
に
な
る
よ
う

に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。皆

様
の
温
か
い
善
意
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。 �
�
�
�
� 
（
順
不
同
）

ご
寄
付
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

貴
重
な
ご
意
見
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

気
温
や
風
も
寒
い
日
が
続

き
、
風
邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
が
ま
だ
ま
だ
流
行
す
る
時

期
で
す
が
、
能
登
福
祉
会
で

は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
風
邪

の
予
防
と
し
て
、
手
洗
い
・
う

が
い
・
マ
ス
ク
の
着
用
の
徹

底
を
面
会
の
方
に
お
願
い
し

て
お
り
ま
す
。

　

今
回
の
わ
か
ば
通
信　

号
14

は
、
能
登
福
祉
会
の
取
り
組

み
や
、
新
し
い
シ
リ
ー
ズ
企

画
、
利
用
者
さ
ん
の
ご
紹
介

な
ど
で
構
成
い
た
し
ま
し
た
。

皆
様
に
楽
し
く
読
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
、
新
し
い
企
画

を
取
り
入
れ
、
よ
り
良
い
わ

か
ば
通
信
を
発
信
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

 
�
� 
★
広
報
委
員
★　
　
　

 
�
�
�
�
�
� 
小
山　

真
季

 
�
�
�
�
�
� 
今
田　

京
子

 
�
�
�
�
�
� 
高
平
加
代
子

 
�
�
�
�
�
� 
久
世　
　

泉

 
�
�
�
�
�
� 
表　

加
代
子

 
�
�
�
�
�
� 
長
井
志
津
夜

 
�
�
�
�
�
� 
寺
西
加
奈
江

 
�
�
�
�
�
� 
小
林　

早
苗

 
�
�
�
�
�
� 
川
口　

洋
子
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